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含意Ⅱ（消極的・否定的含意）：〈～せざるをえないのが現状であるが，この現状には大きな問
題があり，その打開策を考えなくてはならない〉という私（ヴェーバー）による問題状況
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の認識と課題の提示
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」の「われわれはそうあらざるをえない
4 4 4 4 4 4
（wir müssen es sein）」と
いう箇所を，梶山は，「我々はかくあらざるをえ
4 4 4 4
ない」と訳した（MWGI/18: 486, 梶山訳 : 244
頁）。かつてピューリタンが欲した職業への献身と邁進が，いまや信仰を失った現代人にとっ
ては，外的に強制された束縛でしかないという消極的な










































































の床に就いていた 1920 年 6 月 7 日のことである（41）。この改訂時に，彼は，職業人であること
は強制された事態であるというこの記述を，削除も変更もしなかった
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（MWGI/9: 422, 
MWGI/18: 486）。つまり，彼は，1920 年 6 月 14 日に亡くなるまで，1905 年のこの記述の見地
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を保持しつづけた




















































































敏郎 2016: 78 ～ 79 頁）。
1. 科学に向かう内的使命の考察：（そのためには科学にかんする状態を知る必要がある）
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，つぎに，
その内的状態や末人的専門化状況の有様あるいは内的困難のありかを剔りだしている。
その末人状況の特徴づけが，上に列挙した七項目である。そして重要なのは，この 3a ～ 3g
の七項目のいずれもが，ヴェーバーの積極的主張ではない
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ということである。彼は，現代科学
が専門化の段階にある（3a）という現状を確認している
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のだが，これにかんしても，はたしてそれでいいのかどうか
という問いにたいして，彼はここで回答することを故意に回避している
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，3a ～ 3g の七項目のいずれにたい
しても，あえて回答を提出しないという論法に出ている
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，克服すべき問題状況





いい（der bleibe der Wissenschaft nur ja fern）」と言われ，また「汝はなにか別のことをす
るのがいい（tue etwas anderes）」と言われている（MWGI/17: 81）。この「とどまれ（bleibe）」
と「せよ（tue）」は接続法第Ⅰ式であり，要求話法である。そして接続法第Ⅰ式を用いた要求
話法は，他者にたいする要求
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ないし他人事としての要求

























は読解に失敗していた。まず尾高訳をみよう（尾高訳 1980: 33 頁）。
それを欲しさえすれば











場訳 : 51 頁 , 中山訳 : 191 頁 , 三浦訳 : 39 頁）。
一方，出口は次のように訳している（出口訳 1982: 380 頁）。
われわれは欲しさえすれば























この箇所の正確な訳は以下の通りである（野﨑敏郎 2016: 145 頁）。文中とくに重要な動詞・
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。また三木と出口以外，接続法第Ⅰ式が用いられているこ
とにも気づいていない
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。初心者以前であり，あまりにもお粗末な失態である。なかでも尾高は，
「学び知ることができるかのように
4 4 4 4 4 4 4 4
（könnte）」の助動詞 könnte が強調されている―つまり〈彼
らはできるかのような錯誤に陥っているが，できるわけがない〉という批判的含意が強調され
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（Nachkontrollieren）を遂行することを無条件に
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求める（野﨑





394 ～ 395 頁）。前述のように，『職業としての学問』は，各段落ごとのまとまり，段落間の繋
がり，暗黙の前提とされている状況，明示されていない引用元等々を把握し，行間を読みとっ
ていったときにはじめて
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論旨が浮かびあがってくる著作であって，これは，こうした検証作業
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抜きにただ
4 4 4 4 4
「虚心坦懐



































﨑敏郎 2016: 123 頁）。ここで念頭に置かれているのはヴュネーケンとゲオルゲだと思われる。
上山安敏は，ヴュネーケン思想におけるカリスマたる師への帰依の問題を論じ，また，専門主
義・相対主義を克服しようとする文化志向が体験と直観に依拠した同志的結合を希求し，それ











































尾高は，1980 年に改訳したとき，さらに改変して次のような訳文を与えた（尾高訳 1980: 
28 頁）。











ここにしめした 1936 年版，1966 年版，1980 年版のいずれも翻訳ではない
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れていない
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の名を高める結果となるであろう」（尾高訳）などという文は存在しない






を貶価する結果を招いている（折原浩 1981: 294 頁，野﨑敏郎 2016: 301 頁）。
かれ〔＝ヴェーバー〕はそこ〔＝『職業としての学問』〕で，「自己を滅しておのれの課題
に専心する人こそ，かえってその仕事の価値の増大とともにその名を高める結果となる

















































































































































































































（40） 　『講演・談話集』第 4版に寄せたアンナ・フォン・ヘルムホルツの序文による（Helmholtz 1896: 
XIV）。
（41） 　この経緯はすでに解明した（野﨑敏郎 2016: 372 ～ 373 頁）。















（野﨑敏郎 2016: 379 頁）。また全 40 段落の論理構成もすでに明示した（前掲書 : 315 ～ 319 頁）。
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